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１．一般国道１号関バイパスの事業概要
（１）事業目的

一般国道１号関バイパスは、三重県亀山市太岡寺町から三重県亀山市関町鷲山に至る名阪国道接続ランプを含む延長２．５

ｋｍのバイパスであり、現道1号の交通渋滞の緩和、交通安全の確保とともに、地域発展の核となるプロジェクトの支援を目的に

計画された道路です。

平成２４年度末までに名阪国道接続ランプ部分を供用し名阪国道と１号亀山バイパスを直結する事で現道交通と分離して、太

岡寺町交差点の渋滞を解消しました。

残る区間の並行する現道には交通渋滞や、隣接する工業団地、主要な観光地および三次医療施設のアクセスなど、多くの課

題があり、本事業は、課題解決のために別線ＢＰを整備することで、現道の渋滞損失時間を約５割削減する等の効果を見込ん

でいます。
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●道路規格 ：第３種第２級

●設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：完成４車線

●都市計画決定：平成８年度

●事業化 ：平成８年度（Ｌ＝１．１ｋｍ）

：平成１５年度（Ｌ＝１．４ｋｍ）

●用地着手年度：平成１２年度

●工事着手年度：平成１４年度

●供用済延長（H24年度末）

：0.0km（名阪国道接続ランプ供用済）/2.5km

●前回の再評価：平成２２年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：２５０億円（増減なし）

標 準 断 面 図

（２）計画概要
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－ ４ －

２．評価の視点：一般国道１号関バイパス

１）現状の課題

■国道１号の太岡寺町～木崎交差点間において、三重県内の直轄国道平均を超過する渋滞損失時間が発生しています。
■朝ピーク時には、小野町西交差点を起点とした工業団地へ向かう車両による交通混雑が発生し、約８００ｍを超える渋滞が発生しています。

２）整備効果

■関バイパスへの交通転換に伴い、並行する国道１号における交通混雑が緩和し、渋滞損失時間が約５割削減されます。

① 交通渋滞の緩和

１）現状の課題

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

２）整備効果

◆国道１号における渋滞損失時間の削減◆国道１号の交通混雑状況 ◆国道１号小野町西交差点の渋滞状況

出典：渋滞損失時間（H22）国土交通省資料

※渋滞損失時間の算定方法
現況（Ｈ２２） ：渋滞損失時間データ
関バイパス整備後：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞

損失時間の変化率を求め、現況値に乗じて算定。
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２．評価の視点：一般国道１号関バイパス

１）現状の課題

■工業団地への企業進出は現在２４社に達し、現在も残る区画（２９ｈａ）の分譲が進められています。
■東日本大震災を契機として、災害に対するリスク分散により隣接の工業団地への進出が決定する等、企業進出の動きが顕在化しています。

２）整備効果

■関バイパスの整備により、隣接する工業団地と四日市港および石油化学コンビナート間の所要時間が７分短縮され、工業団地のアクセス性が向上
します。

② 地域への支援 （産業）

１）現状の課題

◆四日市港・コンビナート⇔工業団地間の所要時間◆工業団地への企業進出動向

出典：亀山・関テクノヒルズWEBサイト（H25.6現在）、亀山市WEBサイト

出典：北勢国道事務所
ヒアリング調査（H25.2）

※所要時間の算定方法
現況は民間プローブデータ（H23）一般道路平日12時間平均速度、
関バイパス整備後は関バイパスを設計速度（60km/h）にて計測
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２）整備効果
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２．評価の視点：一般国道１号関バイパス

１）現状の課題

■ 「関宿」は、亀山市の観光振興の方向性である『まちづくり観光』において、歴史的な街並み保存や景観整備を進めている重要な地域資源です。
■観光アクセス道路として利用されている国道１号は、関宿の直近区間で工業団地を発着する大型車が多く利用し、観光交通と混在しています。

２）整備効果

■並行する国道１号から関バイパスへの大型車の交通転換により、国道１号における交通流が適正化され、観光交通のアクセス性や周遊性の向上に
寄与します。

② 地域への支援 （観光）

１）現状の課題

◆関宿の街並みと亀山市内の観光資源 ◆新たな周遊ルートの形成・大型車の転換

出典：北勢国道事務所
ヒアリング調査（H25.6）

亀山城跡

出典：観光レクリエーション入込客数推計書
平成24年（三重県）

◆観光入込客の状況
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○費用便益比（Ｂ／Ｃ）について

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
３０３億円 ＋ ３９億円 ＋ １６億円

２５８億円 ＋ １７億円

３５９億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝＝
１４８億円 ＋ １６億円 ＋ ９．７億円 １７４億円

５８億円 ＋ １７億円

２７５億円

７４億円

①円滑なモビリティの確保
・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。
・利便性の向上が期待できるバス路線（三重交通）が存在する。

②物流効率化の支援
・国際拠点港湾（四日市港）へのアクセス向上が見込まれる。

③都市の再生
・幹線都市計画道路網密度が１．５ｋｍ／ｋｍ２以下である市街地内での事業である。

④個性ある地域の形成
・拠点開発プロジェクト（亀山・関テクノヒルズ）を支援する。
・地域連携プロジェクト（いこか連携プロジェクト）を支援する。
・主要な観光地（重要伝統的建造物群保存地区 関宿）へのアクセス向上が期待される。

⑤安全で安心できるくらしの確保
・三次医療施設（三重県立総合医療センター）へのアクセス向上が見込まれる。

⑤災害への備え
・第一次緊急輸送道路として位置付けられている。
・緊急輸送道路が通行止めになった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路を形成する。

⑥地球環境の保全
・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑦生活環境の改善・保全
・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。
・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

【前回再評価時からの変更点】
１．H２５事業化済道路網に変更（H２２→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５）
３．全線暫定供用に伴う便益を計上 ４．全線暫定供用に伴う維持管理費を計上

－ ７ －

３．費用対効果分析：一般国道１号関バイパス

１．３（１．２）

２．３（２．３）

※１

※１、２

※１平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

（ １ ）３便益による事業の投資効果

（ ）は、前回評価時

（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）

（２）客観的評価指標の該当項目



－ ８ －

４．事業の進捗及び見込みの視点

１）事業の進捗状況
■事業進捗率は６７％、用地取得率は９６％に至っています。（平成２４年度末）

■国道２５号名阪国道接続ランプ部は、平成１９年度に供用しています。

■亀山市太岡寺町～亀山市関町鷲山間（Ｌ＝２．５ｋｍ）は、調査設計および整備工事を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は６６％、用地取得率は９６％

２）事業の進捗の見込み状況
■亀山市太岡寺町～亀山市関町鷲山間（Ｌ＝２．５ｋｍ）は、概ね１０年後程度の供用を目指します。

５．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■関バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、地域への支援など、期待さ
れる効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難な状況です。

■ただし、上部工構造形式を見直すことにより、約０．６億円のコスト縮減を図っています。

■今後、技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■上部工構造形式の見直し（全延長：１１３ｍ）

構造形式見直し：少数Ⅰ桁橋
9,996

9,000498

1,000 3,500

2,198 5,600

498

1,0003,500

2,198

2
,9
0
0

合成床版 260

単位：mm

CL

従来設計：多主桁橋

498

1,000 3,500

948

9,996

9,000 498

1,0003,500

948
3@2700

2
,3
0
0

CL

単位：mm

ＲＣ床版 260



－ ９ －

７．対応方針（原案）

■一般国道１号関バイパスの事業を継続する。

６．県・政令市への意見聴取結果

■三重県の意見

本事業は、交通混雑の緩和や地域経済の発展に寄与できる重要なバイパス事業です。今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、早期
供用に向けた事業の推進をお願いいたします。


